




11
月
25
日
、
松
井
町
長
が
神
岬
会

館
前
広
場
の
補
修
工
事
を
行
っ
た
地

崎
道
路
株
式
会
社
北
海
道
支
店
（
札

幌
市
）
を
訪
れ
、
同
社
平
田
執
行
役

員
支
店
長
へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

火災 救急 救助 その他

Ｒ７．11 月 ０ ８ ０ ２

Ｒ７年累計

（1～ 11 月）
２ １１６ ５ ３１

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

広
域
通
信
指
令
共
同
化
に
向
け
て

積
丹
支
署
主
催
・
火
災
合
同
訓
練

積
丹
支
署
主
催
・
火
災
合
同
訓
練

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
通
信
指
令
業

務
の
共
同
化
に
伴
い
、
12
月
１
日
に
積
丹
町

研
修
セ
ン
タ
ー
で
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。【
一
般
建
物
火
災
／

調
理
室
よ
り
出
火

／
逃
げ
遅
れ
た
人
が
１
名
い
る
】
状
況
を
想

定
し
て
、
積
丹
タ
ン
ク
車
、
古
平
タ
ン
ク
車
、

余
市
指
揮
車
、
余
市
タ
ン
ク
車
、
余
市
大
型

水
槽
車
（
10
ｔ
）
の
３
署
５
台
が
消
火
隊
と

し
て
参
加
。

積
丹
タ
ン
ク
車
は
、
火
災
現
場
直
近
の
持

ち
場
を
担
当
し
、
火
点
へ
の
放
水
。
古
平
タ

ン
ク
車
は
、
積
丹
タ
ン
ク
車
へ
水
槽
補
給
し

後
方
支
援
。
余
市
タ
ン
ク
車
と
余
市
大
型
水

槽
車
は
、
火
点
室
の
換
気
の
た
め
水
力
換
気

ノ
ズ
ル
の
設
置
。
余
市
指
揮
隊
の
現
場
統
制

の
下
、
積
丹
・
古
平
合
同
隊
が
屋
内
へ
進
入

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署
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•�a!¡  M  ! !•
し
、
要
救
助
者
を

救
出
し
ま
し
た
。

＝
写
真
＝

　

今
回
の
共
同
訓

練
の
反
省
を
生
か

し
、
今
後
も
訓
練

に
励
み
ま
す
。

　

美
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
（
山
﨑
美
枝
子
会
長
・

会
員
74
名
）
は
、
11
月
12
日
に
地
域
の
75
歳
以
上

の
世
帯
を
防
火
啓
発
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り

火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
る

た
め
、
住
宅
の
防

火
・
防
災
を
啓
発

し
、
乾
燥
時
や
強

風
時
の
屋
内
外
で

の
火
の
取
り
扱
い

に
注
意
を
払
う
よ

う
呼
び
か
け
ま
し

た
。

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り

火
災
予
防
・
防
火
意
識
を
高
め
よ
う
！

美
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
声
か
け
運
動

地
崎
道
路
株
式
会
社
へ
社
会
貢
献
感
謝
状

地
崎
道
路
株
式
会
社
へ
社
会
貢
献
感
謝
状
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た
。

　

同
社
は
、
町
内
神
岬
町
の
沼
前
駐

車
場
～
積
丹
ト
ン
ネ
ル
間
の
国
道

舗
装
補
修
工
事
の
施
工
を
ご
縁
に

「
し
ゃ
こ
バ
ス
発
着
地
（
神
岬
会
館

前
広
場
）」
の
傷

み
が
激
し
い
舗
装

の
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

町
へ
の
地
域
貢

献
活
動
は
、
令
和

５
年
に
続
き
２
回

目
で
す
。

　

広
場
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
補
修
工

事
に
よ
り
、
積
雪

寒
冷
地
特
有
の
舗

装
損
傷
の
改
善
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

同
社
の
地
域

貢
献
活
動
に
感
謝

し
ま
す
。

▶
平
田
執
行
役
員
支
店
長
（
写
真
・
左
）
と
松
井
町
長

※その他には火災・救急・救助以外の消防車が

　出動した件数が含まれます。
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 ●二次災害を防ぎます。

 ●迅速な事故処理を

 　可能にします。

小樽海上保安部便り小樽海上保安部便り NO.48

　海上保安庁では、「海の事件・事故」に迅

速かつ的確に対応するため、平成 12 年から

緊急通報用電話番号「１１８番」の運用を開

始し、その正しい利用方法と重要性を多くの

方に知っていただきたく、平成 22 年度に毎

年１月 18 日を「１１８番の日」と定め、全

国各地で周知活動を行っています。

　運用開始以降、令和６年までの通報実績は、

架電件数のほとんどが「間違い電話」や「い

たずら電話」等の非有効架電となっています。

　皆さまの正しい利用が、安全・安心につな

がります。

海の事件 ・ 事故は１１８番！　ご存じですか？海の事件 ・ 事故は１１８番！　ご存じですか？
～ 毎年１月１８日は「 １１８番の日」 です ～～ 毎年１月１８日は「 １１８番の日」 です ～

小樽開発建設部便り小樽開発建設部便り

　　国土交通省 北海道開発局小樽開発建設部
〒 047-8555 小樽市潮見台１丁目 15 番５号
℡ 0134-33-0525（工務課）

７７

トンネル内で事故にトンネル内で事故に
あったら、 見たら…あったら、 見たら…

　トンネル内で万が一事故や火

災などが発生した場合、 迅速な

救援 ・ 救護を行うこととともに、

後続車 ・ 対向車に事故の発生を

知らせ、 トンネル内への進入をく

い止めることが、 被害を最小限

にとどめることにつながります。

▲警報表示板警報表示板

●坑口信号機が赤信号の点滅でお知らせします。

●警報表示板が赤色灯の点滅

とサイレンでお知らせします。

 近くのボタン式非常通報装置のボタンを押す！

あなたの素早い動作が、 命を救います。

トンネルに入る前にトンネルに入る前に
災害を知ったら…災害を知ったら…

でお知らせ

▲坑口信号機坑口信号機

①
非
常
用
ボ
タ
ン

①
非
常
用
ボ
タ
ン

②
非
常
電
話

②
非
常
電
話

①① ②② ③③

非常電話で警察署・消防署に事故を通報する。安全な場所へ避難する。

⇒「いつ・どこで・誰が・何を・どうした」

　 を慌てずに伝える。
●トンネル入口に設置された警報表示板が

 事故発生を知らせます。

●信号が赤に点滅とともにサイレンが鳴ります。

●後続車・対向車へ異常事態を

　知らせます。

警報表示板警報表示板 ▶▶

①①②②

No.

〒 047-8555 小樽市潮見台１丁目 15 番５号
℡ 0134-33-0525（工務課）
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まちまち の 日記帳日記帳

 12
     10

地元・積丹沖の魚

　b&g第３の居場所（b&gしゃこたん児童家庭教育支援セン

ター）利用の子どもたちを対象に、㈱S
し ゃ こ た ん

HAKOTAN海
うみもり

森学校代

表・小山彩由里氏を講師に招きました。

　初めに、魚拓の歴史や技法について学び、積丹沖で取れた

魚を用いて魚拓体験を行いました。魚の口を開け、ヒレを立

てると仕上がりが良くなるといったコツをもとに、魚に墨を

塗り、半紙を押し当てて魚拓をとりました。最後は、半紙に

海藻や魚の名前を書き込み、好きな色の画用紙へ貼り付けて

完成させました。

　積丹町の海に生息する魚や、日本で受け継がれてきた文化

を楽しく学びながら、いろんな種類の魚でできた魚拓をみん

なで見せ合い、終始笑顔の絶えない教室でした。

さ
・ ・ ・

かなにさわろう！魚拓体験教室

　みなと保育所は12月７日（31回目）、びくに保育所

は12月13日（48回目）に生活発表会がそれぞれ行われ

ました。

　子どもたちは、これまで練習を重ねてきた歌や器

楽演奏、遊戯などを披露しました。

　子どもたちの成長した姿に、保護者や地域の方々

から温かい声援と拍手が送られました。

元気に頑張りました！
びくに・みなと保育所生活発表会   

　第33回Ｂ＆Ｇ財団会長杯ソフトバレーボール大会がＢ＆Ｇ

海洋センターアリーナを会場に開催されました。

　４チーム16名が参加し、交流を深め、普段の活動の成果を

発揮して競技に取り組んでいました。

　優　勝　：チーム中華街　　（主将：下山　達也）

　準優勝　：チーム洋クシャーテリア（主将：山下　准司）

　３　位　：チーム和菓子　　（主将：成田　弘光）

　４　位　：赤鼻のトナカイ　（主将：田代　輝）

地域のスポーツ交流
第33回Ｂ＆Ｇ財団会長杯ソフトバレーボール大会

 12
    12

 12
      ７

 12
     13
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

◆
応
募
資
格:

18
歳
～
32
歳
未
満

◆
受
験
期
間:

問
合
わ
せ
先
へ

　
　
　
　
　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査
等
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

◆
応
募
資
格

（
一
般
）
18
歳
～
52
歳
未
満

（
技
能
）
18
歳
～
53
歳
未
満
（
国
家
資

格
を
有
す
る
）

◆
受
験
期
間:
問
合
わ
せ
先
へ

　
　
　
　
　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査
等
。

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、
車
両
・
船
・

飛
行
機
を
扱
う
職
種
が
１
０
０
種
類
以

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い
て

の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を

ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

上
あ
り
ま
す
。
試
験
内
容
・
イ
ベ
ン
ト

案
内
及
び
各
種
個
別
説
明
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場　

総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か

ら
な
る
北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に

わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、
日
露

両
国
間
で
は
外
交
交
渉
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年
以
上
が
経
過
し

た
現
在
な
お
、
領
土
返
還
の
具
体
的
な

わが家の

め ん こ

優しく元気いっぱいに大きくなって
ほしいです。

　　　　　　（佑輔さん・愛さん）

兄姉たちといないいないばぁをして

ゲラゲラ笑っています。

筒
つつしお

塩 　練
れん

（１月 30 日生・余別町）

ちゃん

道
筋
は
見
え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

北
海
道
で
は
、
毎
年
１
月
21
日
か
ら

２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日
特

別
啓
発
期
間
」
と
し
、
北
方
領
土
返
還

要
求
に
係
る
国
民
世
論
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に
向

け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
確
定
申
告
会
場
開
設
期
間
等
の

　
お
知
ら
せ

　

確
定
申
告
会
場
で
の
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
事
前
予
約
に
て
お
受
け
し
ま
す
。

　

当
日
、
会
場
で
も
入
場
整
理
券
を
配

付
し
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
枠
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
等
の
作
成
に
は
、
次

回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
申
告
に

は
、
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
発
行
時

に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
・
署
名
用
電
子
証
明

書
）
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
（
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
に
関
す
る
確
定

申
告
会
場
で
の
相
談
は
事
前
予
約
の

ちゃん

上
、
毎
週
月
曜
日
（
午
前
）
と
水
曜
日
・

金
曜
日
（
午
後
）
に
限
り
専
門
職
員
が

リ
モ
ー
ト
（
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
）
で
対
応
し

ま
す
。

◆
開
設
期
間　

　

令
和
８
年
２
月
16
日
㈪

　

~
３
月
16
日
㈪
ま
で

◆
相
談
受
付
時
間

　

平
日:

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

※
入
場
整
理
券
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
確
定
申
告
会
場

　

余
市
税
務
署
（
余
市
町
朝
日
町
１
番
地
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
こ
ち
ら

→
［
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
税
務
署
で
の
相

談
を
希
望
す
る
方
へ
］

　

確
定
申
告
会
場
は
開
設
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
対
応
で
き
る
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

　

１
月
５
日
㈪
~
２
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
事

前
予
約
が
な
い
方
の
申
告
相
談
は
、
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
）。

【
問
合
わ
せ
先
】

余
市
税
務
署
総
務
課
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録

お
く
や
み
（
死
亡
）

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

（
出
生
）

な
ま
え
　
　
　  

お
と
う
さ
ん

　
　  

と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　  

お
か
あ
さ
ん

菊き

く

ち地

笑え

み

り

美
里

省
　
吾

美
国
町

彩
　
乃

白
川
　
サ
ワ
　
97
歳
　

日
司
町

鈴
木
　
時
雄
　
87
歳
　

美
国
町

大
坂
　
寛
一
　
93
歳
　

日
司
町

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（木）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

２日（金）余 市 協 会 病 院 余市町黒川町 23-3126

３日（土）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

４日（日）よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

11日（日）林 病 院 余市町山田町 22-5188

12日（月）池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

18日（日）黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

25日（日）森 内 科 胃 腸 科 医 院 仁木町北町 32-3455

１月の余市管内休日当番病院等
７㈬ ●積丹消防団　出初式

11 ㈰ ●令和８年二十歳の集い

１月のこよみ

世帯数／　953世帯（±０）

人　口／1,622人  （－２）

男　／　761人  （－１）

女 ／　861人  （－１）

－１月の俳句－
（美国踏青俳句会）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／１人(ー２）●転出／１人(ー９）

●出生／１人(±０）●死亡／３人(－１)

令和７年11月30日現在､(　)内は前月比

冬ふ
ゆ
あ
か
ね

茜
　
少
し
派
手
目
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
で
　
　
　
　

藤
原
　
わ
子

施
設
へ
と
位
牌
を
荷
に
し
年
の
暮
　
　
　
　
　
　

戸
来
　
和
子

賑に
ぎ

や
か
さ
ど
こ
へ
消
え
た
か
年
の
暮
　
　
　
　
　

河
岸
　
悟
郎

亡
き
夫つ

ま

の
グ
ラ
ス
片
手
に
寒か

ん

や夜
か
な
　
　
　
　
　

菊
谷
　
知
子

冬ふ

ゆ

ば晴
れ
や
学ま

な
び
や舎

百
の
五
十
年
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
枝
子

紙し

で垂
を
折
る
心
和
ら
ぎ
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　

福
井
　
新
一

診療時間：午前９時～午後５時

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

ご協力ありがとうございました　

≪令和７年11月30日現在≫

4,735 件　66,667,800 円

全国の皆さま　

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,3692,369日達成

（令和７年12月１日現在）

０

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

白　川　幸　治　様（日司町） ３０，０００円

最 低 賃 金 件 名 最低賃金額（１時間）効 力 発 生 日

北 海 道 最 低 賃 金 １，０７５円 令和７年 10 月４日

特

定

最

低

賃

金

処理牛乳・乳飲料、乳製品、

砂糖・でんぷん糖類製造業
１，１１３円 令和７年 12 月１日

鉄　鋼　業 １，１６５円 令和７年 12 月１日

電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業
１，１１６円 令和７年 12 月１日

船舶製造・修理業、船体ブロック製造業 １，１０５円 令和７年 12 月１日

北海道の最低賃金 ちゃんとチェック！最低賃金

●特定最低賃金の種類により適用範囲等が異なりますので、詳しくは北海道労働局
　賃金室℡ 011-709-2311 または小樽労働基準監督署℡ 0134-33-7651 へお問い合わ
　せください。
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